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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　無線ネットワークにおいて、セルを検知する方法であって、
　受信信号を処理して、セルを検知することと、
　前記検知されたセルが十分に強いかを判定することと、
　前記検知されたセルが十分に強い場合、
　　前記受信信号から、前記検知されたセルによる干渉を除去して、干渉除去された信号
を得ることと、
　　前記干渉除去された信号を処理して、別のセルを検知することと
　を備え、
　前記受信信号を処理して、セルを検知することは、前記受信信号を処理して、セルのセ
ットにおける最も強いセルを検知することを備え、
　前記干渉除去された信号を処理して、別のセルを検知することは、
　　前記干渉除去された信号を処理して、前記セルのセットにおける２番目に最も強いセ
ルを検知することと、
　　前記２番目に最も強いセルが十分に強いかを判定することと、
　　前記２番目に最も強いセルが十分に強い場合、
　　　前記干渉除去された信号から、２番目に最も強いセルによる干渉を除去して、第２
の干渉除去された信号を得ることと、
　　　前記第２の干渉除去された信号を処理して、前記セルのセットにおける次に最も強
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いセルを検知することと
　を備え、
　前記受信信号が処理され、再使用係数が１のセルによって送信された共通パイロットが
検知され、
　前記受信信号が処理され、再使用係数が１より大きいセルによって送信された低再使用
パイロットが検知される、
方法。
【請求項２】
　前記セットにおけるセルは、前記最も強いセルから最も弱いセルへのシーケンシャル順
に検知され、十分に強くないセルが検知されると、あるいは、前記セットにおける全ての
セルが検知されると、前記検知が終了する請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　十分に強くないセルが検知された場合、前記検知されたセルのための干渉除去をスキッ
プすることを更に備える請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記受信信号を処理して、セルを検知することは、
　前記セルについてのチャネル・タップを識別するために、異なる時間オフセットにおい
て、前記受信信号について相関付けを実行することと、
　前記識別されたチャネル・タップに基づいて、前記セルを検知することと
　を備える請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記検知されたセルが十分に強いかを判定することは、
　前記検知されたセルのための測定基準を決定することと、
　前記測定基準をしきい値と比較することと、
　前記測定基準が前記しきい値を超える場合、前記セルは十分に強いと宣言することと
　を備える請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記測定基準は、前記セルの信号対ノイズおよび干渉比（ＳＩＮＲ）を備える請求項５
に記載の方法。
【請求項７】
　前記測定基準は、前記セルの受信エネルギを備える請求項５に記載の方法。
【請求項８】
　前記検知されたセルのための測定基準を決定することは、前記セルについての最も強い
チャネル・タップに基づいて、前記セルのための測定基準を決定することを備える請求項
５に記載の方法。
【請求項９】
　前記検知されたセルのための測定基準を決定することは、前記セルについて識別された
十分に強い全てのチャネル・タップに基づいて、前記セルのための測定基準を決定するこ
とを備える請求項５に記載の方法。
【請求項１０】
　前記検知されたセルのための測定基準を決定することは更に、チャネル・タップのため
の第２の測定基準および第２のしきい値に基づいて、前記チャネル・タップが十分に強い
かを判定することを備える請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　前記検知されたセルについてのチャネル・タップは、最も強いチャネル・タップからも
最も弱いチャネル・タップへのシーケンシャル順に識別され、前記検知されたセルのため
の処理は、識別されたチャネル・タップが十分に強くない場合に終了する請求項９に記載
の方法。
【請求項１２】
　前記検知されたセルについての、十分に強い各チャネル・タップの後に、干渉除去を実
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行することを更に備える請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記検知されたセルによる干渉を除去して、干渉除去された信号を得ることは、
　前記受信信号に基づいて、前記検知されたセルのためのチャネル推定値を導出すること
と、
　前記検知されたセルのためのパイロット信号を生成することと、
　前記検知されたセルのための前記パイロット信号および前記チャネル推定値に基づいて
、前記検知されたセルによる干渉を推定することと、
　前記推定された干渉を、前記受信信号から除去することと
　を備える請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　検知された複数のセルについての時間測定を得ることと、
　前記検知された複数のセルについての時間測定に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）につい
ての位置測定を得ることと
　を更に備え、前記位置推定は、干渉除去を用いて検知されたセルの数が多くなることに
より精度が向上する請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　検知された複数のセルを識別することと、
　前記検知された複数のセルの識別に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）についての位置推定
を得ることと
　を更に備え、前記位置推定は、干渉除去を用いて検知されたセルの数が多くなることに
より精度が向上する請求項１に記載の方法。
【請求項１６】
　無線通信のための装置であって、
　受信信号を処理して、セルを検知する手段と、
　前記検知されたセルが十分に強いかを判定する手段と、
　前記検知されたセルが十分に強い場合、前記受信信号から、前記検知されたセルによる
干渉を除去して、干渉除去された信号を得る手段と、
　前記検知されたセルが十分に強い場合、前記干渉除去された信号を処理して、別のセル
を検知する手段と
　を備え、
　前記受信信号を処理して、セルを検知する手段は、
　前記受信信号を処理して、セルのセットにおける最も強いセルを検知する手段を備え、
　前記干渉除去された信号を処理して、別のセルを検知する手段は、
　前記干渉除去された信号を処理して、前記セルのセットにおける２番目に最も強いセル
を検知する手段と、
　前記２番目に最も強いセルが十分に強いかを判定する手段と、
　前記２番目に最も強いセルが十分に強い場合、前記干渉除去された信号から、前記２番
目に最も強いセルによる干渉を除去して、第２の干渉除去された信号を得る手段と、
　前記２番目に最も強いセルが十分に強い場合、前記第２の干渉除去された信号を処理し
て、前記セルのセットにおける次に最も強いセルを検知する手段と
　を備え、
　前記受信信号が処理され、再使用係数が１のセルによって送信された共通パイロットが
検知され、
　前記受信信号が処理され、再使用係数が１より大きいセルによって送信された低再使用
パイロットが検知される、装置。
【請求項１７】
　前記セットにおけるセルは、前記最も強いセルから最も弱いセルへのシーケンシャル順
に検知され、十分に強くないセルが検知されると、あるいは、前記セットにおける全ての
セルが検知されると、前記検知が終了する請求項１６に記載の装置。
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【請求項１８】
　前記検知されたセルが十分に強いかを判定する手段は、
　前記検知されたセルのための測定基準を決定する手段と、
　前記測定基準をしきい値と比較する手段と、
　前記測定基準が前記しきい値を超える場合、前記セルは十分に強いと宣言する手段と
　を備える請求項１６に記載の装置。
【請求項１９】
　前記検知されたセルのための測定基準を決定する手段は、前記セルについての、識別さ
れた十分に強い全てのチャネル・タップに基づいて、前記セルのための測定基準を決定す
る手段を備える請求項１８に記載の装置。
【請求項２０】
　無線通信のための装置であって、
　受信信号を処理して、セルを検知し、前記検知されたセルが十分に強いかを判定し、前
記検知されたセルが十分に強い場合、前記受信信号から、前記検知されたセルによる干渉
を除去して、干渉除去された信号を得て、前記検知されたセルが十分に強い場合、前記干
渉除去された信号を処理して、別のセルを検知する
　ように構成された少なくとも１つのプロセッサを備え、
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記受信信号を処理して、セルのセットにおける
最も強いセルを検知し、前記干渉除去された信号を処理して、前記セルのセットにおける
２番目に最も強いセルを検知し、前記２番目に最も強いセルが十分に強いかを判定し、前
記２番目に最も強いセルが十分に強い場合、前記干渉除去された信号から、前記２番目に
最も強いセルによる干渉を除去して、第２の干渉除去された信号を得て、前記２番目に最
も強いセルが十分に強い場合、前記第２の干渉除去された信号を処理して、前記セルのセ
ットにおける次に最も強いセルを検知する
　ように構成され、
　前記受信信号が処理され、再使用係数が１のセルによって送信された共通パイロットが
検知され、
　前記受信信号が処理され、再使用係数が１より大きいセルによって送信された低再使用
パイロットが検知される、装置。
【請求項２１】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記最も強いセルから最も弱いセルへのシーケン
シャル順にセルを検知し、十分に強くないセルが検知されると、あるいは、前記セットに
おける全てのセルが検知されると、前記セルの検知を終了するように構成された請求項２
０に記載の装置。
【請求項２２】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記検知されたセルのための測定基準を決定し、
前記測定基準をしきい値と比較し、前記測定基準が前記しきい値を超える場合、前記セル
は十分に強いと宣言するように構成された請求項２０に記載の装置。
【請求項２３】
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記セルについての、識別された十分に強い全て
のチャネル・タップに基づいて、前記セルのための測定基準を決定するように構成された
請求項２２に記載の装置。
【請求項２４】
　コンピュータ読取可能な記録媒体であって、
　少なくとも１つのコンピュータに、受信信号を処理してセルを検知させるためのコード
と、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記検知されたセルが十分に強いかを判定させ
るためのコードと、
　前記検知されたセルが十分に強い場合、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記検
知されたセルによる干渉を、前記受信信号から除去させ、干渉除去された信号を得させる
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ためのコードと、
　前記検知されたセルが十分に強い場合、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記干
渉除去された信号を処理させ、別のセルを検知させるためのコードと
　を記録し、
　前記受信信号を処理してセルを検知させるためのコードは、
　前記受信信号を処理して、セルのセットにおける最も強いセルを検知させるためのコー
ドを備え、
　前記干渉除去された信号を処理させ、別のセルを検知させるためのコードは、
　　前記干渉除去された信号を処理させ、前記セルのセットにおける２番目に最も強いセ
ルを検知させるためのコードと、
　　前記２番目に最も強いセルが十分に強いかを判定させるためのコードと、
　　前記２番目に最も強いセルが十分に強い場合、前記干渉除去された信号から、前記２
番目に最も強いセルによる干渉を除去させ、第２の干渉除去された信号を得させるための
コードと、
　　前記２番目に最も強いセルが十分に強い場合、前記第２の干渉除去された信号を処理
させ、前記セルのセットにおける次に最も強いセルを検知させるためのコードと
　を備え、
　前記受信信号が処理され、再使用係数が１のセルによって送信された共通パイロットが
検知され、
　前記受信信号が処理され、再使用係数が１より大きいセルによって送信された低再使用
パイロットが検知される、コンピュータ読取可能な記録媒体。

【発明の詳細な説明】
【関連出願】
【０００１】
　本出願は、２００８年の８月１日に提出された“CELL PILOT DETECTION,”と題された
米国特許出願６１／０８５７５４号に対する優先権を主張する。上記出願は、譲受人に譲
渡され、参照によって本明細書に組み込まれる。
【技術分野】
【０００２】
　本開示は、一般に、通信に関し、特に、無線通信ネットワークにおけるセルを検知する
ための技術に関する。
【背景技術】
【０００３】
　無線通信ネットワークは、音声、ビデオ、パケット・データ、メッセージ、ブロードキ
ャスト等のような、様々な通信コンテンツを提供するために広く展開されている。これら
の無線ネットワークは、利用可能なネットワーク・リソースを共有することによって、複
数のユーザを支援することができる多元接続ネットワークである。このような多元接続ネ
ットワークの実例は、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）ネットワーク、時分割多元接続（Ｔ
ＤＭＡ）ネットワーク、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）ネットワーク、直交ＦＤＭＡ（
ＯＦＤＭＡ）ネットワーク、単一キャリアＦＤＭＡ（ＳＣ－ＦＤＭＡ）ネットワークを含
む。
【０００４】
　無線通信ネットワークは、複数のユーザ機器（ＵＥ）のための通信を支援しうる複数の
セルを含みうる。ＵＥは、例えば、現在のＵＥの位置に依存して、任意の与えられた瞬間
において１又は複数のセルのカバレッジ内にある。ＵＥは、どのセルが領域内にあるか知
らない可能性がある。ＵＥは、セルを検知するため、および検知されたセルについてのタ
イミングとその他の情報とを取得するために、サーチを実行しうる。例えば、できるだけ
多くのセルを検知するために、優れた性能を得るような形式でセルを検知することが望ま
しい。
【発明の概要】
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【０００５】
　連続的な検知および除去（ＳＤＣ）を用いたセル検知を実行する技術が本明細書におい
て説明される。ＳＤＣでは、より強いセルからの干渉が大幅に低減されうるように、ＵＥ
において、より強いセルからの信号（例えば、パイロット）が受信信号から除去されうる
。より強いセルからの干渉が低減された結果、より弱いセルが検知されうる。
【０００６】
　１つの設計において、ＵＥは、受信信号を処理して、セルを検知しうる。このＵＥは、
受信信号を処理して、再使用係数が１のセルによって送信される共通パイロットや、再使
用係数が１より大きいセルによって送信される低再使用（low reuse）パイロット等を検
知しうる。ＵＥは、検知されたセルが十分に強いかを判定しうる。セルが十分に強い場合
、ＵＥは、受信信号から、検知されたセルによる干渉を除去して、干渉除去された信号を
得て、更に、この干渉除去された信号を処理して、別のセルを検知しうる。１つの設計に
おいて、ＵＥが、セルのセットにおけるセルを、最も強いセルから最も弱いセルへのシー
ケンシャル順に検知しうる。ＵＥは、受信信号を処理して、セットにおける最も強いセル
を検知し、干渉除去された信号を処理して、セットにおける２番目に最も強いセルを検知
しうる。ＵＥは、十分に強くないセルが検知されると、あるいはセットにおける全てのセ
ルが検知されると、検知を終了しうる。
【０００７】
　本開示の様々な態様あるいは特徴が、更に詳細に以下に説明される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】図１は、無線通信ネットワークを図示する。
【図２】図２は、ＳＤＣを用いてセルを検知するための処理を図示する。
【図３】図３は、ＳＤＣを用いてセルを検知するための別の処理を図示する。
【図４】図４は、基地局およびＵＥのブロック図を図示する。
【図５】図５は、パイロット・プロセッサ／サーチャのブロック図を図示する。
【図６】図６はＳＤＣを用いたセル検知を実行するための処理を図示する。
【図７】図７は、ＳＤＣを用いたセル検知を実行するための装置を図示する。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　本明細書において説明された技術は、ＣＤＭＡ、ＴＤＭＡ、ＦＤＭＡ、ＯＦＤＭＡ、Ｓ
Ｃ－ＦＤＭＡおよびその他のネットワークのような、様々な無線通信ネットワークのため
に使用されうる。用語「ネットワーク」および「システム」は、しばしば置換可能に使用
されうる。ＣＤＭＡネットワークは、世界地上無線接続（ＵＴＲＡ）やｃｄｍａ２０００
などのようなラジオ技術を実現しうる。ＵＴＲＡは、広帯域ＣＤＭＡ（ＷＣＤＭＡ）およ
びＣＤＭＡのその他の変形を含む。ｃｄｍａ２０００は、ＩＳ－２０００規格、ＩＳ－９
５規格、ＩＳ－８５６規格をカバーする。ＴＤＭＡネットワークは、グローバル・システ
ム・フォー・モバイル・コミュニケーション（ＧＳＭ（登録商標））のような無線技術を
実現しうる。ＯＦＤＭＡネットワークは、発展型ＵＴＲＡ（Ｅ－ＵＴＲＡ）、ウルトラ・
モバイル・ブロードバンド（ＵＭＢ）、ＩＥＥＥ８０２．１１（Ｗｉ－Ｆｉ）、ＩＥＥＥ
８０２．１６（ＷｉＭＡＸ）、ＩＥＥＥ８０２．２０、Ｆｌａｓｈ－ＯＦＤＭ（登録商標
）等のような無線技術を実現しうる。ＵＴＲＡおよびＥ－ＵＴＲＡは、ユニバーサル・モ
バイル・テレコミュニケーション・システム（ＵＭＴＳ）の一部である。３ＧＰＰロング
・ターム・エボリューション（ＬＴＥ）およびＬＴＥ－Ａｄｖａｎｃｅｄ（ＬＴＥ－Ａ）
は、Ｅ－ＵＴＲＡを使用するＵＭＴＳの最新リリースである。これは、下りリンクでＯＦ
ＤＭＡを使用し、上りリンクでＳＣ－ＦＤＭＡを使用する。ＵＴＲＡ、Ｅ－ＵＴＲＡ、Ｕ
ＭＴＳ、ＬＴＥ、ＬＴＥ－Ａ、およびＧＳＭは“第３世代パートナシップ・プロジェクト
”（３ＧＰＰ）と命名された団体からの文書において説明される。ｃｄｍａ２０００およ
びＵＭＢは「第３世代パートナシップ・プロジェクト２」（３ＧＰＰ２）と命名された団
体からの文書において説明される。本明細書において説明された技術は、上述された無線
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ネットワークおよびラジオ技術と同様に、その他の無線ネットワークおよび無線技術のた
めに使用されうる。
【００１０】
　図１は、複数の基地局１１０を伴う無線通信ネットワーク１００を図示する。基地局は
、ＵＥと通信する局であって、ノードＢ、発展型ノードＢ（ｅＮＢ）、アクセス・ポイン
ト等とも称される。各基地局１１０は、特定の地理的エリアのための通信カバレッジを提
供しうる。３ＧＰＰにおいて、用語「セル」は、この用語が使用されるコンテキストに依
存して、そのカバレッジ・エリアにサービス提供している基地局および／あるいは基地局
サブシステムのカバレッジ・エリアを称する。３ＧＰＰ２において、用語「セクタ」ある
いは「セル・セクタ」は、そのカバレッジ・エリアにサービス提供している基地局および
／あるいは基地局サブシステムのカバレッジ・エリアを称しうる。明確化のために、「セ
ル」の３ＧＰＰ概念が、以下の説明において使用される。基地局は、１あるいは複数（例
えば、３つ）のセルを支援しうる。
【００１１】
　無線ネットワーク１００は、１種類の基地局、例えば、マクロ基地局だけ、を含む同種
ネットワークである。無線ネットワーク１００は、例えば、マクロ、ピコ、および／ある
いはフェムト・セルのためのカバレッジをそれぞれ提供するマクロ、ピコ、および／ある
いはフェムト基地局のような、異なる種類の基地局を含む異種ネットワークでもありうる
。マクロ基地局は、比較的大きな地理的エリア（例えば、半径数キロメートル）をカバー
しており、サービスに加入しているユーザによる無制限のアクセスを可能にする。ピコ基
地局は、比較的小さい地理的エリアをカバーしており、サービスに加入しているＵＥによ
る無制限のアクセスを可能にする。フェムトあるいは屋内基地局は、（例えば、屋内のよ
うな）比較的小さな地理的エリアをカバーしており、フェムト・セルと関連を持つＵＥ（
例えば、屋内のユーザのためのＵＥ）による制限されたアクセスを可能にする。無線ネッ
トワーク１００は、中継局を更に含みうる。本明細書において説明される技術は、同種ネ
ットワークおよび異種ネットワークの両方のために使用されうる。ネットワーク・コント
ローラ１３０は、基地局のセットに結合しており、基地局のための調整および制御を提供
しうる。
【００１２】
　ＵＥ１２０は、無線ネットワーク１００にわたって分散され、各ＵＥは、据置式あるい
は移動式である。ＵＥは更に、移動局、端末、加入者ユニット、局等と称されうる。ＵＥ
はセルラ電話、情報携帯端末（ＰＤＡ）、無線モデム、無線通信デバイス、ハンドヘルド
・デバイス、ラップトップ・コンピュータ、コードレス電話、無線局所ループ（ＷＬＬ）
局等である。ＵＥは、下りリンクおよび上りリンクによって、基地局と通信する。下りリ
ンク（すなわち、フォワード・リンク）は、基地局からＵＥへの通信リンクを称し、上り
リンク（すなわち、リバース・リンク）は、ＵＥから基地局への通信リンクを称する。図
１において、片矢印の実線はサービス提供中のセルからのデータ伝送を受信するＵＥを示
し、片矢印の破線はセルからパイロットを受信するＵＥを示す。上りリンク伝送は、図１
に図示されていない。
【００１３】
　無線ネットワーク１００は、再使用係数１を利用する。これは、与えられた周波数チャ
ネルが、無線ネットワークにおける全てのセルによって使用されうることを意味する。再
使用係数１を使用することは、スペクトル効率を向上させ、更に、無線ネットワーク１０
０における周波数計画の複雑性を低減しうる。
【００１４】
　無線ネットワーク１００における各セルは、セル検知、時間同期、チャネル推定等のた
めに、ＵＥによって使用されうる共通パイロットを送信しうる。パイロットは、送信機お
よび受信機によって先験的に知られている信号あるいは伝送である。パイロットは、基準
信号、プリアンブル等とも称されうる。共通パイロットは、全てのＵＥに送信されるパイ
ロットである。共通パイロットは、セル特有基準信号等とも称されうる。



(8) JP 5389918 B2 2014.1.15

10

20

30

40

50

【００１５】
　最も近いセルからの強い干渉のために、ＵＥは、近隣セルからの共通パイロットを検知
するのは困難である。この近遠効果は、ＵＥのセルラ・ネットワーク・ベースのポジショ
ニングの精度を低減しうるヒアアビリティ（hearability）問題を引き起こしうる。例え
ば、より多くのリソースで、共通パイロットのためのより多くのパイロット・シンボルを
送信して、パイロット処理利得を増加させることによって、ヒアアビリティ問題は緩和さ
れうる。しかし、パイロット処理利得は、物理リソース制限および／あるいはチャネル・
コヒーレント時間による近遠問題に対する実現可能な解決策ではない可能性がある。
【００１６】
　態様において、ＵＥは、連続的な検知および除去（ＳＤＣ）を実行して、無線ネットワ
ークにおけるセルを検知しうる。ＳＤＣでは、ＵＥが、受信信号を処理して、１又は複数
のセルからのパイロットを検知しうる。このＵＥは、検知されたセル（例えば、検知され
た最も強いセル）による干渉を推定し、推定された干渉を、受信信号から除去しうる。Ｕ
Ｅは、検知されたセルからのパイロットによる干渉を除去することによって、より多くの
セルから（例えば、より弱いセルから）のパイロットを検知することができる。ＳＤＣは
、より弱いセルのヒアアビリティを向上させ、ＵＥがより多くのセルを検知できるように
する。ＳＤＣは、共通パイロットおよび低再使用パイロットの両方のために使用されうる
。
【００１７】
　任意のＵＥにおいて、異なるセルからのパイロット信号を備える受信信号は、　
【数１】

【００１８】
と表されうる。
【００１９】
　ここで、ｘｋ（ｔ）は、時間ｔにおけるセルｋからのパイロット信号であって、これは
ＵＥに知られており、　
　ｙ（ｔ）はＵＥにおける受信信号であり、　
　Τｓはパイロット信号の長さであり、　
　τｋはセルｋについてのチャネル・タップの遅延であり、　
【数２】

【００２０】
は遅延τｋでのセルｋについてのチャネル・タップの複合利得であり、　
　｛τｋ｝はセルｋについてのタップ遅延のセットであり、　
　Ωは、例えば、検知されるべきセルのような、対象となるセルのセットであり、　
　ｎ（ｔ）は、ＵＥにおける熱ノイズである。
【００２１】
　パイロット信号は、パイロット・シンボルを持つセル・シグネチャであり、１ＯＦＤＭ
シンボル期間か、１時間スロットか、又はその他いくつかの持続時間にわたる。パイロッ
ト信号は、異なるシステムのために、異なる形式で生成されうる。
【００２２】
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　チャネル・タップ利得　
【数３】

【００２３】
は、（ｉ）ゼロ平均および分散　
【数４】

【００２４】
のガウス分布（Gaussian）であり、（ｉｉ）パイロット信号の間隔［０、Τｓ］にわたっ
て一定であると仮定される。熱ノイズｎ（ｔ）は、ゼロ平均および分散　
【数５】

【００２５】
のアディティブ・ホワイト・ガウス・ノイズ（ＡＷＧＮ）であると仮定される。この熱ノ
イズは、ＵＥにおける総受信電力に比べて小さいので、簡略化のために、以下の説明の大
部分において無視されうる。
【００２６】
　ＵＥは、セルからのパイロットを検知するためにサーチャを使用しうる。このサーチャ
は、受信信号を、セルｋのための局所的に生成されたパイロット信号と相関付けて、セル
ｋを検知しうる。セルｋのためのサーチャの出力は、　
【数６】

【００２７】
と表されうる。
【００２８】
　ここで、ｚｋ（τ）は、時間オフセットτの場合における、セルｋのためのサーチャ出
力である。　
　“＊”は複素共役を意味する。
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　サーチは、パイロット信号の持続時間をカバーするサーチ・ウィンドウΦにわたって実
行されうる。このサーチャは、τ≠τｋの場合に、　
【数７】

【００３０】
と表されうる。　
　ここで、ζは、以下のように定義される。
【００３１】
　τ＝τｋである場合、サーチャ出力は、　

【数８】

【００３２】
と表されうる。
【００３３】
　式（３）および（４）は、　
【数９】

【００３４】
を前提とする。
【００３５】
　セルｋのためのパイロット信号が、擬似乱数（ＰＮ）シーケンスに基づいて生成される
場合、ζ＝－１である。　

【数１０】

【００３６】
および　
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【数１１】

【００３７】
は、ゼロ平均に加え、分散　

【数１２】

【００３８】
および分散　
【数１３】

【００３９】
をそれぞれ持つガウス分布である。これらは、　
【数１４】

【００４０】
と表されうる
　ＵＥは、以下の条件が真である場合に、セルｋの検知を宣言しうる。
【００４１】
　　　｜ｚｋ（τ）｜２＞λｄｅｔ　　　　　　　　　　式（８）　
　ここで、λｄｅｔは、検知しきい値である。
【００４２】
　セルｋが存在する場合に、それ検知する確率である検知確率　
【数１５】

【００４３】
は、　
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【数１６】

【００４４】
と表されうる。
【００４５】
　セルｋが存在しない場合に、それを検知する確率である誤検知確率　
【数１７】

【００４６】
は、　
【数１８】

【００４７】
と表されうる。
【００４８】
　セルｋがその他のセルより著しく弱い場合、例えば、　

【数１９】

【００４９】
である場合、セルｋについての検知確率は低く、　
【数２０】

【００５０】
である。
【００５１】
　ＳＤＣは、近遠効果に対処し、セルのヒアアビリティを高めるために使用されうる。Ｓ
ＤＣのための処理／サーチ・ウィンドウは、シンボル間干渉を回避するために、パイロッ
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ト信号間隔全体［０、Τｓ］ではなく、［Δ、Τ－δ］に制限されうる。Δは、前の間隔
におけるパイロット信号から分散された時間遅延を回避するために、ＳＤＣのために使用
されなかったパイロット信号のフロント部である。δは、次の間隔におけるパイロット信
号からのエネルギが、サーチ・ウィンドウに漏出することを防ぐための、潜在的なタイミ
ング・エラーを考慮するためのパイロット信号のエンド部である。ＯＦＤＭシステムでは
、パイロット信号がＯＦＤＭシンボルに対応し、Δがサイクリック・プレフィックス長に
等しい。簡略化のために、サーチ・ウィンドウにおける受信信号は、　
【数２１】

【００５２】
と表されうる。　
　ここで、ｒ（ｔ）＝ｙ（ｔ＋Δ）、ｓ（ｔ）＝ｘ（ｔ＋Δ）、およびΤ’ｓ＝Τｓ－Δ
－δである。
【００５３】
　ＳＤＣの１つの設計において、各セルについての受信信号をスキャンすることによって
、最も強いセルが最初に検知されうる。各セルｋでは、サーチ・ウィンドウにおける各時
間オフセットにおいて、セルｋのためのパイロット信号と、受信信号が相関付けられうる
。セルｋについての最大相関結果を有する時間オフセット　
【数２２】

【００５４】
は、　
【数２３】

【００５５】
と表されうる。
【００５６】
　時間オフセット　
【数２４】

【００５７】
におけるセルｋについてのチャネル利得　
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【数２５】

【００５８】
は、　

【数２６】

【００５９】
と表されうる。
【００６０】
　時間オフセット　

【数２７】

【００６１】
におけるチャネル・タップによるセルｋからの干渉ｉｋ（ｔ）は、　
【数２８】

【００６２】
によって表されうる。
【００６３】
　セルｋからの干渉が、受信信号から除去され、干渉除去された信号が得られる。残留干
渉の分散　

【数２９】

【００６４】
が、下記のように、干渉除去された信号から推定されうる。　

【数３０】
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セルｋについての信号対ノイズおよび干渉比（ＳＩＮＲ）が、　
【数３１】

【００６６】
と表されうる。
【００６７】
　１つの設計において、セルｋは、下記のように、ＳＩＮＲがＳＩＮＲしきい値λを超え
る場合、十分に強いと見なされうる。　
　　　ＳＩＮＲｋ＞λ　　　　　　　　　　式（１７）　
　セルｋが十分に強いかの検証は、例えば、　
【数３２】

【００６８】
で表されるセルｋの検知されたエネルギのような、その他の測定基準にも基づいている。
【００６９】
　セルｋが十分に強い場合、以下のように、セルｋによる干渉が、受信信号から除去され
うる。　
　ｒｋ（ｔ）＝ｒ（ｔ）－ｉｋ（ｔ）　　ただし、０＜ｔ＜Τ’ｓ　　　式（１８）　
ここで、ｒｋ（ｔ）は、セルｋからの干渉が除去された、干渉除去された信号である。
【００７０】
　１つの設計において、セルｋが、十分に強い、あるいは、最大相関結果を有する時間オ
フセットの間のＳＩＮＲ（あるいはその他の測定基準）に基づいていないと見なされる。
セルｋが十分に強い場合、セルｋによる干渉は、受信信号から除去されうる。セルｋにつ
いてのチャネル・プロファイルが推定され、ＵＥの位置を推定するためのポジション決定
のために使用される。
【００７１】
　１つの設計において、セルｋが、十分に強い、あるいは、自己のセル全体のＳＩＮＲ（
あるいはその他の基準測定）に基づいていないと見なされる。これは、十分に大きい相関
結果を有する全ての時間オフセットに基づいて判定される。この設計において、ＳＤＣ処
理は、セルｋのために最多でＩ回まで反復される。ここで、Ｉは任意の適切な値である。
０＜ｉ≦Ｉの場合、反復ｉにおいて、セルｋについての最大相関結果を有する新たな時間
オフセット　
【数３３】

【００７２】
におけるチャネル・タップは、下記のように決定されうる。　
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【数３４】

【００７３】
　ここで、ｑｋ、ｉ（ｔ）は、セルｋの、反復ｉの場合の受信信号である。ｉ＝１である
場合の最初の反復では、ｑｋ、１（ｔ）は、（ｉ）セルｋが検知される第１のセルである
場合、受信信号ｒ（ｔ）に等しく、また、（ｉｉ）前に検知されたセルからの干渉を除去
した後の、干渉除去された信号に等しい。後続の各反復では、ｑｋ、ｉ（ｔ）は、セルｋ
のための、前の反復からの干渉除去された信号に等しい。
【００７４】
　時間オフセット　
【数３５】

【００７５】
におけるセルＫについてのチャネル利得　
【数３６】

【００７６】
は、　
【数３７】

【００７７】
と表されうる。
【００７８】
　時間オフセット　
【数３８】

【００７９】
におけるチャネル・タップによるセルｋからの干渉ｉｋ、ｉ（ｔ）は、　
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【数３９】

【００８０】
と表されうる。
【００８１】
　時間オフセット　

【数４０】

【００８２】
におけるセルｋについてのＳＩＮＲは、　
【数４１】

【００８３】
と表されうる。
【００８４】
　時間オフセット　

【数４２】

【００８５】
におけるチャネル・タップは、下記の条件が真である場合に、十分に強いと見なされうる
。　
　　　ＳＩＮＲｋ，ｉ＞λ１　　　　　　　　　　式（２３）　
　ここで、λ１は、十分に強いチャネル・タップを識別するためのしきい値である。
【００８６】
　時間オフセット　
【数４３】

【００８７】
におけるチャネル・タップが十分に強い場合、下記のように、このチャネル・タップによ
る干渉は、受信信号から除去されうる。　
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【００８８】
ここで、ｑｋ、ｉ＋１（ｔ）は、次の反復のための干渉除去された信号である。一方、時
間オフセット　

【数４５】

【００８９】
におけるチャネル・タップが十分に強くない場合、セルｋのための処理は終了する。
【００９０】
　セルｋについての全体ＳＩＮＲは、下記のように、十分に強い全てのチャネル・タップ
に基づいて決定されうる。　
【数４６】

【００９１】
　ここで、
【数４７】

【００９２】
は、十分に高いＳＩＮＲを持つセルｋのための時間オフセットのセットを意味する。
【００９３】
　セルｋについての全体ＳＩＮＲは、下記のように、しきい値λ２に対して比較される。
【００９４】
　　　ＳＩＮＲｏｖｅｒａｌｌ、ｋ＞λ２　　　　　　　　　　式（２６）
　式（２６）の条件が満たされると、セルｋは十分に強いと見なされ、セルｋによる干渉
が、受信信号から除去されうる。セルｋについてのチャネル・プロファイルが推定され、
位置推定のために使用されうる。
【００９５】
　次のセルを検知するための干渉除去された信号は、　
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【数４８】

【００９６】
と表されうる。　
　ここで、　

【数４９】

【００９７】
は、セルｋについての、十分に強いチャネル・タップのセットを意味する。　
　ｑｋ、１（ｔ）は、セルｋについての、強いチャネル・タップを検知するために使用さ
れる受信信号である。
【００９８】
　次のセルを検知するための干渉除去された信号は、更に、　
【数５０】

【００９９】
と表されうる。　
　ここで、｛ｋ｝は、既に検知されたセルのセットを意味する。
【０１００】
　上記で説明されたＳＤＣ処理は、セットΩにおける全てのセルについて反復されうる。
ポジション決定／位置推定では、異なる基地局に位置するセル（すなわち、同一場所に設
置されていないセル）だけが対象となる。この場合、検知されたセルが分析され、異なる
基地局に属するセルだけがポジション決定のために提供されうる。
【０１０１】
　簡略化のために、１つのサーチ・ウィンドウについてのＳＤＣ処理が上記で説明された
。このサーチ・ウィンドウは、例えば、１ＯＦＤＭシンボル期間、１時間スロット等のよ
うな１間隔において、パイロット信号をカバーしうる。ＳＤＣ処理は、時間ダイバーシチ
を得て、検知性能を向上させるため、複数の間隔について実行されうる。複数の間隔にわ
たって得られた、検知されたセルは、サーチ結果として提供されうる。
【０１０２】
　図２は、ＳＤＣを用いてセルを検知するための処理２００の設計を図示する。初めに、
セットΩにおける最も強いセルｋを見つけるための、サーチが実行されうる（ブロック２
１２）。サーチは、異なるシステムについて、異なる形式で実行されうる。１つの設計に
おいて、異なる時間オフセットにおいて、セットΩにおける各セルのための相関付けが実
行され、最大相関結果を有するセルが、最も強いセルと見なされうる。この最も強いセル
は、その他の形式で、および様々な測定基準に基づいても見つけられうる。
【０１０３】
　セルｋが十分に強いかが判定される（ブロック２１４）。これは、例えば、式（１７）
に示されるように、セルｋのＳＩＮＲを、しきい値と比較することによって達成されうる
。セルｋは、十分に強いか、あるいはその他の測定基準に基づいていないとも見なされう
る。セルｋが十分に強い場合、セルｋからの干渉が推定され、受信信号から除去されうる
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（ブロック２１６）。その後、セルｋはセットΩから取り除かれうる（ブロック２１８）
。セットΩが空であるかが判定される（ブロック２２０）。セットΩが空ではない場合、
セットΩにおける次に最も強いセルを見つけるために、処理はブロック２１２に戻りうる
。一方、（ブロック２１４で判定されたように）セルｋが十分に強くない場合、あるいは
（ブロック２２０で判定されたように）セットΩが空である場合、処理は終了する。
【０１０４】
　図２における設計では、セットΩにおけるセルは、最も強いセルから始まり、その後、
次に最も強いセルというように、シーケンシャル順に検知されうる。この設計では、セル
ｋが十分に強くない場合、残りのセルも十分に強くなく、処理は終了する。シーケンシャ
ル順にセルを検知することによって、干渉除去が向上する。
【０１０５】
　図３は、ＳＤＣを用いてセルを検知するための処理３００の設計を図示する。処理３０
０は、セルについて、十分なエネルギを持つ全てのチャネル・タップに基づいて、セルが
十分に強いかを判定する。初めに、セットΩにおける最も強いセルｋを見つけるために、
サーチが実行される（ブロック３１２）。その後、セルｋについての強いチャネル・タッ
プが、反復形式で識別されうる。
【０１０６】
　反復数についてのインデクスｉが、最初の反復について、１に初期化されうる（ブロッ
ク３１４）。その後、サーチ・ウィンドウにおける異なる時間オフセットにおいて、セル
ｋを検知するために除去が実行される（ブロック３１６）。最も強いチャネル・タップを
伴う時間オフセットτが識別される（ブロック３１８）。時間オフセットτにおけるセル
ｋについて、ＳＩＮＲ（あるいはその他の測定基準）が判定されうる（ブロック３２０）
。例えば、ＳＩＮＲが十分に高い、例えば、しきい値λ１より大きいかが判定される（ブ
ロック３２２）。ＳＩＮＲが十分に高いと、時間オフセットτにおけるセルｋのエネルギ
が、もしあれば、その他の強い時間オフセットのエネルギと結合される（ブロック３２４
）。１つの設計において、時間オフセットτにおけるセルｋによる干渉が、推定され除去
される（ブロック３２６）。これは、セルｋについての次のチャネル・タップの検知を向
上させる。別の設計において、干渉除去は各チャネル・タップのためには実行されず、そ
の代わりに、全てのチャネル・タップが検知されたあとに実行されうる。いずれの場合に
おいても、全ての反復が、セルｋのために実行されるかが判定される（ブロック３２８）
。答えが「いいえ（ｎｏ）」の場合、インデクスｉは、インクリメントされ（ブロック３
３０）、セルｋについての、別の強いチャネル・タップを検知するために、処理はブロッ
ク３１６に戻る。
【０１０７】
　（ブロック３２８において判定されたように）セルｋについての全ての反復が完了した
場合、あるいは（ブロック３２２において判定されたように）セルｋについての、最も強
い時間オフセットが十分に強くない場合、セルｋについての、十分に強い全てのチャネル
・タップに基づいて、セルｋの全体ＳＩＮＲが判定されうる（ブロック３３２）。全体Ｓ
ＩＮＲが十分に高い、例えば、しきい値λ２より大きいかが判定がされる（ブロック３３
４）。全体ＳＩＮＲが十分に高い場合、セルｋについての干渉除去が許可されうる（ブロ
ック３３６）。そうではない場合、セルｋについての干渉除去がスキップされ、ブロック
３１６において、セルｋについての最初の反復のために使用された受信信号が、次のセル
について使用されうる。何れの場合においても、セルｋは、セットΩから取り除かれ（ブ
ロック３３８）、セットΩが空かどうかが判定される（ブロック３４０）。セットΩが空
ではない場合、セットΩにおける次に最も強いセルを見つけるために、処理はブロック３
１２に戻る。そうでない場合、処理は終了する。
【０１０８】
　図２、３は、ＳＤＣを用いたセル検知の２つの典型的な設計を図示する。これらの設計
は、セルを、最も強いセルから始まって、シーケンシャル順に検知する。ＳＤＣは、下記
に説明されるように、その他の形式でも実行されうる。
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【０１０９】
　ＳＤＣは、セルによって送信された様々な種類のパイロットのために使用されうる。例
えば、ＳＤＣは、再使用係数が１のセルによって定期的に送信されうる共通パイロットの
ために使用されうる。一部のセルだけが、与えられた時間および／又は周波数リソースで
低再使用パイロットを送信するように、ＳＤＣは、再使用係数が１より大きいセルによっ
て送信される低再使用パイロット（ＬＲＰ）の場合にも使用されうる。例えば、再使用係
数Ｍで、Ｍ＞１の場合、各Ｍ個のセルのうちの１つしか、与えられたリソースで自己の低
再使用パイロットを送信できない。再使用係数が上がると（すなわち、値Ｍが大きくなる
と）、再使用回数は下がる。あるいは、その逆もありうる。セルからの低再使用パイロッ
トは、その他複数のセルからの低再使用パイロットから、干渉をほとんど観測しない。こ
れによって、より多くのＵＥが、低再使用パイロットを検知できる。このように、低再使
用パイロットは、共通パイロットよりも広いカバレッジおよび優れたヒアアビリティを有
する。ＵＥは、これらのセルによって送信された低再使用パイロットに基づいて、更に遠
くのセルを検知することができる。低再使用パイロットは、高度に検知可能なパイロット
（ＨＤＰ）、ポジショニング支援基準信号（ＰＡ－ＲＳ）、低再使用プリアンブル等とも
称されうる。
【０１１０】
　１つの設計において、特定の時間スロットが、低再使用パイロット、すなわちＨＤＰ、
のために確保されうる。与えられたセルｘは、確保された時間スロットのいくつかにおい
て、低再使用パイロットを送信しうる。例えば、Ｍ個の時間スロットが、各パイロット・
サイクルにおいて、低再使用パイロットのために確保されうる。セルｘは、Ｍ個の確保さ
れた時間スロットのうちの１つを準ランダムに選択し、選択された時間スロットにおいて
、低再使用パイロットを送信しうる。
【０１１１】
　別の設計において、特定のサブフレームが、低再使用パイロット、すなわちＰＡ－ＲＳ
、のために確保されうる。セルｘは、確保されたサブフレームにおいて、基準信号あるい
は制御情報のために使用されないＰＡ－ＲＳを、各シンボル期間において送信しうる。Ｐ
Ａ－ＲＳ伝送を伴う各シンボル期間では、セルｘが、特定のサブキャリアから始まって、
６番目のサブキャリア毎に、ＰＡ－ＲＳを送信しうる。ＰＡ－ＲＳがＮＦＦＴ個の総ての
サブキャリアのうちの全部あるいは大部分で送信されることを可能にするために、異なる
開始サブキャリアが、異なるＰＡ－ＲＳシンボル期間において使用されうる。開始サブキ
ャリアは、同じ強さの近隣セルからのＰＡ－ＲＳとの連続的な衝突を回避するために、時
間にわたって変化しうる。セルｘは、ＰＡ－ＲＳのために使用されうる各シンボル期間に
おけるＰＡ－ＲＳ伝送を備えるＯＦＤＭシンボルを生成しうる。
【０１１２】
　一般に、低再使用パイロットは、多重化を使用して、強いセルからのパイロットと弱い
セルからのパイロットとの衝突の機会を低減する。これは、弱いセルが認識される機会を
増加させうる。これのためには、無線ネットワークが、各セルのための低再使用パイロッ
トを支援する必要がある。ＳＤＣは、無線ネットワークからの支援なしに、弱いセルのヒ
アアビリティを向上することができる。
【０１１３】
　ＳＤＣおよび／又は低再使用パイロットを用いた検知能力が、コンピュータ・シミュレ
ーションによって確認された。このコンピュータ・シミュレーションは、３７個の基地局
を持つセルラ・ネットワークをモデル化し、各基地局は、３つのセルを有しており、各セ
ルは、半径７５０メートルを有する。このシミュレーションにおいて、各セルは、再使用
係数１で共通パイロットを送信し、１より大きい再使用係数で低再使用パイロットを送信
する。多くのＵＥが、セルラ・ネットワークにおける中心セルにわたってランダムに配置
される。各ＵＥは、ＳＤＣを用いて、あるいは用いずに、共通パイロットあるいは低再使
用パイロットを検知しうる。
【０１１４】
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　このコンピュータ・シミュレーションは、ＳＤＣを伴わない共通パイロットのヒアアビ
リティは一般に貧弱であることを示す。与えられたセルｘの中心近くに位置するＵＥは、
セルｘからの強い干渉のために、わずかな数のセルだけしか検知できない。セルｘの端に
位置するＵＥは、セルｘからの干渉が少ないために、より多くのセルを検知することがで
きる。コンピュータ・シミュレーションは、セルｘ送信機に近い位置以外では、ＳＤＣを
伴うヒアアビリティが、低再使用パイロットを伴うヒアアビリティよりも優れていること
を示す。コンピュータ・シミュレーションは、更に、ＳＤＣを伴う低再使用パイロットの
ヒアアビリティが、（ｉ）ＳＤＣを伴わない低再使用パイロットのヒアアビリティと、（
ｉｉ）ＳＤＣを伴う共通パイロットのヒアアビリティとの両方に対して著しく向上してい
ることを示す。
【０１１５】
　ＳＤＣは、このように、検知能力を向上するために使用され、共有パイロットと低再使
用パイロットとの両方に対して適用可能である。ＳＤＣは、再使用係数が小さくても、優
れた検知能力を提供できる。ＳＤＣを伴う、Ｍ＝４の低再使用パイロットについての検知
能力は、ＳＤＣを伴わない、Ｍ＝８の低再使用パイロットについての検知能力よりも優れ
ていることが示されうる。このように、検知能力の向上および／又は再使用係数Ｍの低減
のためにＳＤＣが使用されうる。
【０１１６】
　本明細書において説明されたセル検知技術は、ＵＥのポジショニングのような、様々な
アプリケーションのために使用されうる。このＵＥは、検知されうるセルの数を増やすた
めに、ＳＤＣを用いて、異なるセルからの（例えば、共通パイロットおよび／又は低再使
用パイロットのような）パイロットを検知しうる。ＵＥは、各検知されたセルからのパイ
ロットに基づいて、（例えば、到着時間（ＴＯＡ）測定のような）時間測定を得る。ＵＥ
の位置推定値は、検知されたセルについての時間測定と、それらの既知の位置とに基づい
て、三辺測量を使用して導出されうる。より多くの検知されたセルを用いて、位置推定精
度を向上し、位置決め誤差を低減しうる。
【０１１７】
　図４は、図１における基地局のうちの１つである基地局１１０と、図１におけるＵＥの
うちの１つであるＵＥ１２０との設計のブロック図を図示する。基地局１１０は、１又は
複数のセルを支援しうる。基地局１１０には、Ｔ個のアンテナ４３４ａ乃至４３４ｔが装
備されており、ＵＥ１２０には、Ｒ個のアンテナ４５２ａ乃至４５２ｒが装備されている
。ここにおいて一般に、Ｔ≧およびＲ≧１である。
【０１１８】
　基地局１１０において、送信プロセッサ４２０は、データ・ソース４１２から１又は複
数のＵＥのためのデータを受信し、各ＵＥのためのデータを処理（例えば、符号化、イン
タリーブ、およびシンボル・マップ）して、全てのＵＥのためのデータ・シンボルを提供
しうる。送信プロセッサ４２０は更に、コントローラ／プロセッサ４４０からの制御情報
を処理して、制御シンボルを提供する。送信プロセッサ４２０は、共通パイロット、低再
使用パイロット、および／又は基地局１１０によって支援される各セルのためのその他の
パイロットあるいは基準信号のために、パイロット・シンボルを生成しうる。送信（ＴＸ
）多重入力多重出力（ＭＩＭＯ）プロセッサ４３０は、適用可能であれば、データ・シン
ボル、制御シンボル、および／あるいはパイロット・シンボルに事前符号化を実行しうる
。プロセッサ４３０は、Ｔ個の出力シンボル・ストリームを、Ｔ個の変調器（ＭＯＤ）４
３２ａ乃至４３２ｔに提供しうる。各変調器４３２は、（例えば、ＯＦＤＭ、ＣＤＭＡ等
のための）それぞれの出力シンボル・ストリームを処理して、出力サンプル・ストリーム
を得る。各変調器４３２は更に、この出力サンプル・ストリームを処理（例えば、アナロ
グに変換、増幅、フィルタ、およびアップコンバート）して、下りリンク信号を得る。変
調器４３２ａ乃至４３２ｔからのＴ個の下りリンク信号は、Ｔ個のアンテナ４３４ａ乃至
４３４ｔによってそれぞれ送信されうる。
【０１１９】
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　ＵＥ１２０において、アンテナ４５２ａ乃至４５２ｒは、基地局１１０およびその他の
基地局から下りリンク信号を受信し、この受信信号を、復調器（ＤＥＭＯＤ）４５４ａ乃
至４５４ｒにそれぞれ提供しうる。各復調器４５４は、それぞれの受信信号を調整（例え
ば、フィルタ、増幅、ダウンコンバート、およびデジタル化）し、入力サンプルを得る。
各復調器４５４は更に、（例えば、ＯＦＤＭ、ＣＤＭＡ等のための）入力サンプルを処理
して、受信シンボルを得る。ＭＩＭＯ検知器４５６は、Ｒ個の復調器４５４ａ乃至４５４
ｒ全てから受信シンボルを得て、適用可能であれば、この受信シンボルに受信機空間処理
を実行し、検知シンボルを提供する。受信機プロセッサ４５８はこの検知シンボルを処理
（例えば、復調、デインタリーブ、および復号）し、ＵＥ１２０のための復号データを、
データ・シンク４６０に提供し、復号された制御情報を、コントローラ／プロセッサ４８
０に提供しうる。パイロット・プロセッサ／サーチャ４８４は、下記に説明されるように
、全ての復調器４５４から入力サンプルを受信し、セルからのパイロットを検知しうる。
【０１２０】
　上りリンクでは、ＵＥ１２０において、送信プロセッサ４６４が、データ・ソース４６
２からのデータと、コントローラ／プロセッサ４８０からの（例えば、検知されたセルや
、時間測定等についての）制御情報とを受信および処理しうる。送信プロセッサ４６４は
更に、パイロット・シンボルを生成しうる。この送信プロセッサ４６４からのシンボルは
、ＴＸ　ＭＩＭＯプロセッサ４６６によって事前符号化され、適用可能であれば、更に、
変調器４５４ａ乃至４５４ｒによって処理され、基地局１１０に送信されうる。基地局１
１０において、ＵＥ１２０およびその他のＵＥからの上りリンク信号は、アンテナ４３４
によって受信され、復調器４３２によって処理され、適用可能であればＭＩＭＯ検知器４
３６によって検知され、更に、受信プロセッサ４３８によって処理され、ＵＥによって送
信された復号データおよび制御情報を得る。
【０１２１】
　コントローラ／プロセッサ４４０および４８０は、基地局１１０およびＵＥ１２０にお
ける動作をそれぞれ指示しうる。メモリ４４２および４８２は、基地局１１０およびＵＥ
１２０のためのデータおよびプログラム・コードをそれぞれ格納しうる。スケジューラ４
４４は、下りリンクおよび／あるいは上りリンクでのデータ伝送のためにＵＥをスケジュ
ールし、スケジュールされたＵＥのためのリソース許可を提供しうる。
【０１２２】
　図５は、図４のＵＥ１２０におけるパイロット・プロセッサ／サーチャ４８４の設計の
ブロック図を図示する。この設計において、パイロット・プロセッサ４８４は、複数のス
テージ５１０において、ＳＤＣを用いたセル検知を実行しうる。簡略化のために、２つの
ステージ５１０ａおよび５１０ｂのみが、図５において図示される。
【０１２３】
　第１のステージ５１０ａにおいて、パイロット検知器５１２ａが、復調器４５４から入
力サンプルを受信し、この入力サンプルに基づいて、セルによって送信された（例えば、
共通パイロットおよび／あるいは低再使用パイロットのような）パイロットを検知し、各
検知されたセルの強度およびタイミングを提供しうる。パイロット検知器５１２ａは、パ
イロットがセルによってどのように生成および送信されるかに依存する形式で、パイロッ
トを検知しうる。１つの設計において、パイロット検知器５１２ａは、検知されるべきセ
ルからのパイロットのためのサンプル・シーケンスを局所的に生成しうる。これは、上記
の説明において、パイロット信号と称される。局所的に生成されたサンプル・シーケンス
は、ＨＲＰＤにおけるセルに割り当てられたＰＮシーケンスや、ＬＴＥにおけるＰＡ－Ｒ
Ｓ伝送を備えるＯＦＤＭシンボル等のためのシーケンスである。パイロット検知器５１２
ａは、入力サンプルを、異なる時間オフセットにおいて、局所的に生成されたサンプル・
シーケンスと相関付けて、セルのための異なる時間オフセットについての相関結果を得る
。パイロット検知器５１２ａは、上記で説明されたように、この相関結果に基づいて、十
分に強いセルを識別しうる。１つの設計において、ＵＥ１２０が、（例えば、サービス提
供中のセルから）セルのセットを受信し、パイロット検知器５１２ａが、このセットにお
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ける各セルを検知しうる。別の設計において、パイロット検知器５１２ａは、例えば、Ｌ
ＴＥにおける５０４個全てのセルＩＤのような、可能性のある全てのセルＩＤにわたって
サイクルすることによって、可能性のある各セルを検知しうる。全ての設計において、パ
イロット検知器５１２ａは、検知されたセルのリスト、各検知されたセルのＳＩＮＲ（あ
るいは、エネルギ）とタイミング、および／又はその他の情報を提供しうる。
【０１２４】
　ソータ５１４ａは、パイロット検知器５１２ａからサーチ結果を受信し、検知されたセ
ルのＳＩＮＲをソートしうる。ソータ５１４ａは、干渉除去のために、１又は複数の検知
されたセルを選択し、選択された各セルのアイデンティティを干渉推定器５１６ａに提供
しうる。ソータ５１４ａは、干渉除去のために、最も強いセル（あるいは、１又は複数の
測定基準に基づく１又は複数のセル）を選択しうる。
【０１２５】
　干渉推定器５１６ａは、ソータ５１４ａから選択された（単数又は複数の）セルと、入
力サンプルとを受信し、選択された各セルからのパイロットによる干渉を推定しうる。任
意の選択されたセルによる干渉を推定するために、干渉推定器５１６ａは、（例えば、セ
ルによって送信された共通パイロットを使用して）入力サンプルに基づいて、選択された
セルについてのチャネル推定を導出しうる。干渉推定器５１６ａは、セルと同じ形式で、
選択されたセルからパイロットを局所的に生成し、この局所的に生成されたパイロットを
チャネル推定にわたって適用して、干渉推定値を得る。この干渉推定値の精度は、チャネ
ル推定の精度に依存しうる。これは、強いセルに対して、および／又は、強いセルからの
干渉を除去した後に、より優れている。
【０１２６】
　干渉キャンセラ５１８ａは、干渉推定器５１６ａから、入力サンプルと、選択された各
セルについての推定された干渉とを受信しうる。干渉キャンセラ５１８ａは、選択された
各セルに対する推定された干渉を、入力サンプルから減じて、干渉除去されたサンプルを
、第２のステージ５１０ｂに提供しうる。
【０１２７】
　第２のステージ５１０ｂは、パイロット検知器５１２ｂと、ソータ５１４ｂと、干渉推
定器５１６ｂと、干渉キャンセラ５１８ｂとを含む。干渉キャンセラ５１８ｂは、第１の
ステージ５１０ａにおける対応するユニットと同様の形式で、干渉除去されたサンプルに
ついて動作しうる。パイロット検知器５１２ｂは、第１のステージ５１０において検知さ
れなかった、あるいは除去されなかったセルからの（例えば、共通パイロットおよび／あ
るいは低再使用パイロットのような）パイロットを検知しうる。ソータ５１４ｂは、干渉
除去のために、１又は複数の検知されたセルを選択しうる。干渉推定器５１６ｂは、選択
された各セルによる干渉を推定しうる。干渉キャンセラ５１８ｂは、選択された各セルに
ついての推定された干渉を、干渉除去されたサンプルから除去し、干渉除去された新たな
サンプルを、次のステージに提供しうる。
【０１２８】
　一般に、パイロット・プロセッサ４８４は、任意の数のステージ５１０を含み、様々な
形式で動作しうる。ＳＤＣでは、パイロット・プロセッサ４８４が、各ステージにおいて
検知された全てのセルのＳＩＮＲ（あるいは、エネルギ）をソートし、そのステージにお
ける干渉除去のために、検知された最も強いセルを選択しうる。各ステージにおける最も
強いセルからの干渉を除去し、この干渉除去されたサンプルを次のステージにおいて処理
することによって、検知能力が向上しうる。これによって、前の各ステージにおいて検知
された最も強いセルからの低い干渉を有する干渉除去されたサンプルに基づいて、検知さ
れた最も強いセルからの干渉の、より正確な推定値が、次のステージにおいて得られる。
【０１２９】
　別の設計において、パイロット・プロセッサ４８４が、各ステージにおいて、検知され
た全てのセルのための干渉除去を実行しうる。各ステージでは、パイロット・プロセッサ
４８４は、各検知されたセルによる干渉を、そのステージにおいて推定し、検知された全
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てのセルによる干渉を除去し、干渉除去されたサンプルを、次のステージにおいて提供し
うる。更に別の設計において、パイロット・プロセッサ４８４は、各ステージにおいて、
予め定められた数の検知された強いセルのために、干渉除去を実行しうる。更に別の設計
において、パイロット・プロセッサ４８４は、各ステージにおいて、しきい値を超えるエ
ネルギを持つ検知された全てのセルのために、干渉除去を実行しうる。このしきい値は、
優れた性能を提供しうる固定値である。しきい値はまた、ＵＥの総受信エネルギの特定の
パーセンテージに設定されうる設定可能な値である。パイロット・プロセッサ４８４は更
に、その他の形式でＳＤＣを実行しうる。
【０１３０】
　パイロット・プロセッサ４８４は、例えば、図５に図示されるように、複数のステージ
において、ＳＣＤを用いてセル検知を実行しうる。パイロット・プロセッサ４８４は、各
ステージにおいて、１又は複数の検知されたセルのために、サーチ結果を提供し、更に、
各ステージにおいて、１又は複数の選択されたセルから、干渉を除去しうる。パイロット
・プロセッサ４８４は、終了条件に遭遇するまで、ＳＤＣ処理を繰り返す。この終了条件
は、目標とする数のセルが検知された場合や、セットにおける全てのセルが検知された場
合や、パイロット・プロセッサ４８４がもうこれ以上セルを検知できない場合等に発生す
る。
【０１３１】
　図６は、ＳＤＣを用いたセル検知を実行するための処理６００の設計を示す。処理６０
０は、（以下に説明されるように）ＵＥによって、あるいはその他いくつかのエンティテ
ィによって実行されうる。このＵＥが、受信信号を処理して、セルを検知しうる（ブロッ
ク６１２）。このＵＥは、受信信号を処理して、再使用係数が１のセルによって送信され
た共通パイロットか、再使用係数が１より大きいセルによって送信された低再使用パイロ
ットか、あるいは、セルによって送信されたその他いくつかの信号を検知しうる。ＵＥが
、検知されたセルが十分に強いかを判定しうる（ブロック６１４）。検知されたセルが十
分に強い場合、このＵＥが、検知されたセルによる干渉を受信信号から除去して、干渉除
去された信号を得る（ブロック６１６）。検知されたセルが十分に強い場合、ＵＥが、こ
の干渉除去された信号を処理して、別のセルを検知する（ブロック６１８）。検知された
セルが十分に強くない場合、ＵＥが、検知されたセルの干渉除去をスキップしうる。
【０１３２】
　１つの設計において、ＵＥが、セルのセットにおいて、最も強いセルから最も弱いセル
へのシーケンシャル順に、セルを検知しうる。このセルのセットは、サービス提供中のセ
ルによって送られた候補セットや、可能性のある全てのセルからなるセット等である。ブ
ロック６１２において、ＵＥが、セットにおける最も強いセルを検知しうる。ブロック６
１８において、ＵＥが、干渉除去された信号を処理して、セットにおける２番目に最も強
いセルを検知しうる。ＵＥが、２番目に最も強いセルが十分に強いかを判定しうる。２番
目に最も強いセルが十分に強い場合、ＵＥが、干渉除去された信号から、２番目に最も強
いセルによる干渉を除去して、第２の干渉除去された信号を得る。ＵＥが、第２の干渉除
去された信号を処理して、セットにおける次に最も強いセルを検知しうる。十分に強くな
いセルＵＥが検知された場合、あるいはセットにおける全てのセルが検知された場合に、
ＵＥは検知を終了しうる。
【０１３３】
　ブロック６１２の１つの設計において、ＵＥは、セルについてのチャネル・タップを識
別するために、異なる時間オフセットにおいて、受信信号に対する相関付けを実行しうる
。このＵＥは、その後、識別されたチャネル・タップに基づいて、セルを検知しうる。
【０１３４】
　ブロック６１４の１つの設計において、ＵＥは、検知されたセルについての測定基準を
決定しうる。この測定基準は、セルのＳＩＮＲや、セルの受信エネルギ等を備えうる。Ｕ
Ｅは、測定基準をしきい値と比較して、この測定基準がしきい値を超える場合、このセル
が十分に強いと宣言しうる。１つの設計において、ＵＥが、セルについての、最も強いチ
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ャネル・タップのみに基づいて、セルのための測定基準を決定しうる。別の設計において
、ＵＥが、セルについての、識別された十分に強い全てのチャネル・タップに基づいて、
セルのための測定基準を決定しうる。与えられたチャネル・タップが十分に強いかを、チ
ャネル・タップについての（例えば、ＳＩＮＲのような）第２の測定基準と、第２の測定
基準とに基づいて、ＵＥが判定する。ＵＥが、最も強いチャネル・タップから最も弱いチ
ャネル・タップのシーケンシャル順で、検知されたセルについてのチャネル・タップを識
別し、識別されたチャネル・タップが十分に強くない場合、検知されたセルのための処理
を終了しうる。（ｉ）各十分に強いチャネル・タップが識別された後、あるいは（ｉｉ）
全てのチャネル・タップが識別された後、ＵＥが干渉除去を実行しうる。
【０１３５】
　ブロック６１６の１つの設計において、ＵＥが、受信信号に基づいて、検知されたセル
についてのチャネル推定を導出しうる。ＵＥは、検知されたセルのためのパイロット信号
を生成し、この検知されたセルのためのパイロット信号およびチャネル推定に基づいて、
検知されたセルによる干渉を推定しうる。その後、ＵＥは、推定された干渉を、受信信号
から除去しうる。
【０１３６】
　１つの設計において、ＵＥが、検知された複数のセルについての時間測定を得て、この
時間測定に基づいて、自己についての位置推定を得る。別の設計において、ＵＥが、検知
された複数のセルを識別して、この検知されたセルのアイデンティティに基づいて、自己
についての位置推定を得る。両設計において、位置推定は、ＳＤＣを用いて検知されたセ
ルの数が大きい程、精度が向上しうる。
【０１３７】
　図７は、セル検知を実行するための装置７００の設計を図示する。装置７００は、受信
信号を処理してセルを検知するためのモジュール７１２と、検知されたセルが十分に強い
かを判定するためのモジュール７１４と、検知されたセルが十分に強い場合、検知された
セルによる干渉を受信信号から除去して、干渉除去された信号を得るためのモジュール７
１６と、検知されたセルが十分に強い場合に、この干渉除去された信号を処理して、別の
セルを検知するためのモジュール７１８とを含む。
【０１３８】
　図７のモジュールは、プロセッサや、電子デバイスや、ハードウェア・デバイスや、電
子構成要素や、論理回路や、メモリや、ソフトウェア・コードや、ファームウェア・コー
ド等や、あるいは、それらの組合せを備えうる。
【０１３９】
　当業者は、情報および信号が、任意の様々な異なる技法および技術を使用して表されう
るということを理解するだろう。例えば、上記の説明を通して参照されうるデータ、命令
群、コマンド、情報、信号、ビット、シンボル、およびチップは、電圧、電流、電磁波、
磁場あるいは磁気粒子、光学場又は光学粒子、あるいはそれらのいずれかの組み合わせに
よって表わされうる。
【０１４０】
　当業者は更に、本明細書における開示に関連付けて説明された様々な実例的な論理ブロ
ック、モジュール、回路、およびアルゴリズム・ステップは、電子ハードウェア、コンピ
ュータ・ソフトウェア、あるいはこれら両方の組み合わせによって実現されうるというこ
とを正しく理解するだろう。このハードウェアおよびソフトウェアの互換性を明確に例示
するために、多様な実例的な構成要素、ブロック、モジュール、回路、およびステップが
、一般にそれらの機能の観点から上記で説明されている。そのような機能がハードウェア
として、あるいはソフトウェアとして実現されるかどうかは、システム全体に課せられて
いる特定のアプリケーションおよび設計の制約に依存する。当業者は、各特定のアプリケ
ーションのために方式を変化させることによって、述べられた機能性を実施しうるがこう
いった実施判定は本発明の範囲からの逸脱をまねくものと解釈されるべきではない。
【０１４１】
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　本明細書における開示に関連付けて説明された多様な論理ブロック、モジュール、およ
び回路は、汎用プロセッサ、デジタル信号プロセッサ（ＤＳＰ）、アプリケーション特有
集積回路（ＡＳＩＣ）、フィールド・プログラマブル・ゲート・アレイ（ＦＰＧＡ）ある
いはその他のプログラマブル・ロジック・デバイス、離散ゲートもしくはトランジスタ・
ロジック、離散ハードウェア構成要素、あるいは本明細書で説明された機能を実行するた
めに設計されたそれらの任意の組み合わせで実施あるいは実行されうる。汎用プロセッサ
は、マイクロプロセッサでありうるが、代替例として、従来型のプロセッサ、コントロー
ラ、マイクロコントローラ、あるいは順序回路でありうる。例えば、ＤＳＰとマイクロプ
ロセッサの組み合わせ、複数のマイクロプロセッサ、ＤＳＰコアと連結した１、あるいは
複数のマイクロプロセッサ、もしくはその他任意のこのような構成のようなコンピューテ
ィング・デバイスの組み合わせとして、プロセッサが実現されうる。
【０１４２】
　本明細書における開示に関連付けて説明された方法あるいはアルゴリズムのステップは
、ハードウェア、プロセッサによって実行されるソフトウェア・モジュール、あるいはそ
れら２つの組み合わせにおいて実現されうる。ソフトウェア・モジュールは、ＲＡＭメモ
リ、フラッシュ・メモリ、ＲＯＭメモリ、ＥＰＲＯＭメモリ、ＥＥＰＲＯＭメモリ、レジ
スタ、ハード・ディスク、リムーバブル・ディスク、ＣＤ－ＲＯＭ、あるいは当該技術分
野において周知のその他任意の形態の記憶媒体に存在しうる。 典型的な記憶媒体は、記
憶媒体からの情報を読み取り、記憶媒体に情報を書き込むことができるプロセッサのよう
なプロセッサと結合される。代替例においては、記憶媒体はプロセッサに統合されうる。
プロセッサ及び記憶媒体はＡＳＩＣ内に存在しうる。ＡＳＩＣはユーザ端末内に存在しう
る。代替例においては、プロセッサ及び記憶媒体は離散的な構成要素としてユーザ端末内
に存在しうる。
【０１４３】
　１又は複数の典型的な設計において、説明される機能は、ハードウェア、ソフトウェア
、ファームウェア、あるいはそれら任意の組み合わせで実現されうる。ソフトウェアにお
いて実現される場合、機能は、１あるいは複数の命令群あるいはコードとして、コンピュ
ータ読取可能媒体に格納されうる、もしくはそれによって送信されうる。コンピュータ読
取可能媒体は、コンピュータ記憶媒体と、ある場所から別の場所へのコンピュータ・プロ
グラムの転送を容易にする任意の媒体を含む通信媒体との両方を含む。記憶媒体は、汎用
又は専用コンピュータによってアクセスされうる任意の利用可能な媒体である。限定では
なく例として、このようなコンピュータ読取可能媒体は、ＲＡＭや、ＲＯＭや、ＥＥＰＲ
ＯＭや、ＣＤ－ＲＯＭもしくはその他の光学ディスク記憶装置や、磁気ディスク記憶装置
もしくはその他の磁気記憶デバイスや、あるいは命令群もしくはデータ構造の形態で希望
のプログラム・コードを伝えるあるいは格納するために使用され、汎用又は専用コンピュ
ータ、あるいは汎用又は専用プロセッサによって処理されうる、その他任意の媒体を備え
うる。更に、任意のコネクションが、コンピュータ読取可能媒体と適切に称される。例え
ば、同軸ケーブルや、光ファイバ・ケーブルや、ツイスト・ペアや、デジタル加入者回線
（ＤＳＬ）や、あるいは、赤外線、無線、及びマイクロ波のような無線技術を使用して、
ウェブサイト、サーバ、あるいはその他の遠隔ソースからソフトウェアが送信される場合
、同軸ケーブルや、光ファイバ・ケーブルや、ツイスト・ペアや、ＤＳＬや、あるいは赤
外線、無線、及びマイクロ波のような無線技術は、媒体の定義に含まれる。本明細書で使
用されるようなディスク（ｄｉｓｋ）及びディスク（ｄｉｓｃ）は、コンパクト・ディス
ク（ＣＤ）（ｄｉｓｃ）、レーザ・ディスク（ｄｉｓｃ）、光学ディスク、デジタル・バ
ーサタイル・ディスク（ＤＶＤ）（ｄｉｓｋ）、フロッピー（登録商標）ディスク（ｄｉ
ｓｋ）及びブルーレイ（登録商標）ディスク（ｄｉｓｃ）を含む。ここで、ディスク（ｄ
ｉｓｋ）は通常データを磁気的に再生する一方、ディスク（ｄｉｓｃ）はレーザを用いて
データを光学的に再生する。上記のものによる組合わせも、コンピュータ読取可能媒体の
範囲内に含まれるべきである。
【０１４４】
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　前述の開示の説明は、当業者が本開示を製造あるいは使用できるように提供される。本
開示に対する多様な変形例は当業者に対して容易に明らかになるであろう。また本明細書
で規定された一般的原理は、この開示の精神あるいは範囲から逸脱することなくその他の
変形に適用されうる。よって、本開示は本明細書で示される実施形態に限定されるよう意
図されたものではなく、本明細書で開示された原理および新規の特徴と矛盾しない最大範
囲であると認められるべきである。
　以下に、出願当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
［発明１］
　無線ネットワークにおいて、セルを検知する方法であって、
　受信信号を処理して、セルを検知することと、
　前記検知されたセルが十分に強いかを判定することと、
　前記検知されたセルが十分に強い場合、
　　前記受信信号から、前記検知されたセルによる干渉を除去して、干渉除去された信号
を得ることと、
　　前記干渉除去された信号を処理して、別のセルを検知することと
　を備える方法。
［発明２］
　前記受信信号を処理して、セルを検知することは、前記受信信号を処理して、セルのセ
ットにおける最も強いセルを検知することを備える発明１に記載の方法。
［発明３］
　前記干渉除去された信号を処理して、別のセルを検知することは、
　前記干渉除去された信号を処理して、前記セルのセットにおける２番目に最も強いセル
を検知することと、
　前記２番目に最も強いセルが十分に強いかを判定することと、
　前記２番目に最も強いセルが十分に強い場合、
　　前記干渉除去された信号から、２番目に最も強いセルによる干渉を除去して、第２の
干渉除去された信号を得ることと、
　　前記第２の干渉除去された信号を処理して、前記セルのセットにおける次に最も強い
セルを検知することと
　を備える発明２に記載の方法。
［発明４］
　前記セットにおけるセルは、前記最も強いセルから最も弱いセルへのシーケンシャル順
に検知され、十分に強くないセルが検知されると、あるいは、前記セットにおける全ての
セルが検知されると、前記検知が終了する発明２に記載の方法。
［発明５］
　十分に強くないセルが検知された場合、前記検知されたセルのための干渉除去をスキッ
プすることを更に備える発明１に記載の方法。
［発明６］
　前記受信信号を処理して、セルを検知することは、
　前記セルについてのチャネル・タップを識別するために、異なる時間オフセットにおい
て、前記受信信号について相関付けを実行することと、
　前記識別されたチャネル・タップに基づいて、前記セルを検知することと
　を備える発明１に記載の方法。
［発明７］
　前記検知されたセルが十分に強いかを判定することは、
　前記検知されたセルのための測定基準を決定することと、
　前記測定基準をしきい値と比較することと、
　前記測定基準が前記しきい値を超える場合、前記セルは十分に強いと宣言することと
　を備える発明１に記載の方法。
［発明８］
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　前記測定基準は、前記セルの信号対ノイズおよび干渉比（ＳＩＮＲ）を備える発明７に
記載の方法。
［発明９］
　前記測定基準は、前記セルの受信エネルギを備える発明７に記載の方法。
［発明１０］
　前記検知されたセルのための測定基準を決定することは、前記セルについての最も強い
チャネル・タップに基づいて、前記セルのための測定基準を決定することを備える発明７
に記載の方法。
［発明１１］
　前記検知されたセルのための測定基準を決定することは、前記セルについて識別された
十分に強い全てのチャネル・タップに基づいて、前記セルのための測定基準を決定するこ
とを備える発明７に記載の方法。
［発明１２］
　前記検知されたセルのための測定基準を決定することは更に、チャネル・タップのため
の第２の測定基準および第２のしきい値に基づいて、前記チャネル・タップが十分に強い
かを判定することを備える発明１１に記載の方法。
［発明１３］
　前記検知されたセルについてのチャネル・タップは、最も強いチャネル・タップからも
最も弱いチャネル・タップへのシーケンシャル順に識別され、前記検知されたセルのため
の処理は、識別されたチャネル・タップが十分に強くない場合に終了する発明１１に記載
の方法。
［発明１４］
　前記検知されたセルについての、十分に強い各チャネル・タップの後に、干渉除去を実
行することを更に備える発明１３に記載の方法。
［発明１５］
　前記検知されたセルによる干渉を除去して、干渉除去された信号を得ることは、
　前記受信信号に基づいて、前記検知されたセルのためのチャネル推定値を導出すること
と、
　前記検知されたセルのためのパイロット信号を生成することと、
　前記検知されたセルのための前記パイロット信号および前記チャネル推定値に基づいて
、前記検知されたセルによる干渉を推定することと、
　前記推定された干渉を、前記受信信号から除去することと
　を備える発明１に記載の方法。
［発明１６］
　前記受信信号が処理され、再使用係数が１のセルによって送信された共通パイロットが
検知される発明１に記載の方法。
［発明１７］
　前記受信信号が処理され、再使用係数が１より大きいセルによって送信された低再使用
パイロットが検知される発明１に記載の方法。
［発明１８］
　検知された複数のセルについての時間測定を得ることと、
　前記検知された複数のセルについての時間測定に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）につい
ての位置測定を得ることと
　を更に備え、前記位置推定は、干渉除去を用いて検知されたセルの数が多くなることに
より精度が向上する発明１に記載の方法。
［発明１９］
　検知された複数のセルを識別することと、
　前記検知された複数のセルの識別に基づいて、ユーザ機器（ＵＥ）についての位置推定
を得ることと
　を更に備え、前記位置推定は、干渉除去を用いて検知されたセルの数が多くなることに
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より精度が向上する発明１に記載の方法。
［発明２０］
　無線通信のための装置であって、
　受信信号を処理して、セルを検知する手段と、
　前記検知されたセルが十分に強いかを判定する手段と、
　前記検知されたセルが十分に強い場合、前記受信信号から、前記検知されたセルによる
干渉を除去して、干渉除去された信号を得る手段と、
　前記検知されたセルが十分に強い場合、前記干渉除去された信号を処理して、別のセル
を検知する手段と
　を備える装置。
［発明２１］
　前記受信信号を処理して、セルを検知する手段は、
　前記受信信号を処理して、セルのセットにおける最も強いセルを検知する手段を備え、
　前記干渉除去された信号を処理して、別のセルを検知する手段は、
　前記干渉除去された信号を処理して、前記セルのセットにおける２番目に最も強いセル
を検知する手段と、
　前記２番目に最も強いセルが十分に強いかを判定する手段と、
　前記２番目に最も強いセルが十分に強い場合、前記干渉除去された信号から、前記２番
目に最も強いセルによる干渉を除去して、第２の干渉除去された信号を得る手段と、
　前記２番目に最も強いセルが十分に強い場合、前記第２の干渉除去された信号を処理し
て、前記セルのセットにおける次に最も強いセルを検知する手段と
　を備える装置。
［発明２２］
　前記セットにおけるセルは、前記最も強いセルから最も弱いセルへのシーケンシャル順
に検知され、十分に強くないセルが検知されると、あるいは、前記セットにおける全ての
セルが検知されると、前記検知が終了する発明２１に記載の装置。
［発明２３］
　前記検知されたセルが十分に強いかを判定する手段は、
　前記検知されたセルのための測定基準を決定する手段と、
　前記測定基準をしきい値と比較する手段と、
　前記測定基準が前記しきい値を超える場合、前記セルは十分に強いと宣言する手段と
　を備える発明２０に記載の装置。
［発明２４］
　前記検知されたセルのための測定基準を決定する手段は、前記セルについての、識別さ
れた十分に強い全てのチャネル・タップに基づいて、前記セルのための測定基準を決定す
る手段を備える発明２３に記載の装置。
［発明２５］
　無線通信のための装置であって、
　受信信号を処理して、セルを検知し、前記検知されたセルが十分に強いかを判定し、前
記検知されたセルが十分に強い場合、前記受信信号から、前記検知されたセルによる干渉
を除去して、干渉除去された信号を得て、前記検知されたセルが十分に強い場合、前記干
渉除去された信号を処理して、別のセルを検知する
　ように構成された少なくとも１つのプロセッサを備える装置。
［発明２６］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記受信信号を処理して、セルのセットにおける
最も強いセルを検知し、前記干渉除去された信号を処理して、前記セルのセットにおける
２番目に最も強いセルを検知し、前記２番目に最も強いセルが十分に強いかを判定し、前
記２番目に最も強いセルが十分に強い場合、前記干渉除去された信号から、前記２番目に
最も強いセルによる干渉を除去して、第２の干渉除去された信号を得て、前記２番目に最
も強いセルが十分に強い場合、前記第２の干渉除去された信号を処理して、前記セルのセ
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　ように構成された発明２５に記載の装置。
［発明２７］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記最も強いセルから最も弱いセルへのシーケン
シャル順にセルを検知し、十分に強くないセルが検知されると、あるいは、前記セットに
おける全てのセルが検知されると、前記セルの検知を終了するように構成された発明２６
に記載の装置。
［発明２８］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記検知されたセルのための測定基準を決定し、
前記測定基準をしきい値と比較し、前記測定基準が前記しきい値を超える場合、前記セル
は十分に強いと宣言するように構成された発明２５に記載の装置。
［発明２９］
　前記少なくとも１つのプロセッサは、前記セルについての、識別された十分に強い全て
のチャネル・タップに基づいて、前記セルのための測定基準を決定するように構成された
発明２８に記載の装置。
［発明３０］
　コンピュータ読取可能媒体を備えるコンピュータ・プログラム製品であって、
　前記コンピュータ読取可能媒体は、
　少なくとも１つのコンピュータに、受信信号を処理してセルを検知させるためのコード
と、
　前記少なくとも１つのコンピュータに、前記検知されたセルが十分に強いかを判定させ
るためのコードと、
　前記検知されたセルが十分に強い場合、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記検
知されたセルによる干渉を、前記受信信号から除去させ、干渉除去された信号を得させる
ためのコードと、
　前記検知されたセルが十分に強い場合、前記少なくとも１つのコンピュータに、前記干
渉除去された信号を処理させ、別のセルを検知させるためのコードと
　を備えるコンピュータ・プログラム製品。
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